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論　　文　　の　　要　　旨
　2つのリーマン面に対する等角同値の条件は、この面の産みの親であるG．F．Riem独n以来今日
まで研究され続けて来た問題でヨ主として2面上の関数空間に対する同値条件が求められて来た。
特にヨコンパクトなリーマン面に対しては，有理型関数体の同型がそれであることは古典的代数関
数論による結果でありヨまた一般のリーマン面に対してはヨ正則関数環の同型がそれであることが
中井三留氏によって証明されている。
　本論文は雪リーマン面を境界をもちコンパクト雪その種数p、境界成分の個数qのときN＝2p＋q－
1とおきN≧2の場合とし，関数集合を面内で正則かつ境界をこめて連続なものとしヨさらに関数
空間問の同型対応を逆写像をもつ連続な1次写像としたところに特色があり、R．Rochberg氏の発
想をさらに発展させたものである。
　いまラ上述の2つのリーマン面をS，S’里その上の関数空間をそれぞれA（S）、A（S1）ラA（S）
からA（S1）への上述の写像をL（A（S）ヨA（S∫））で表す。また、これらの空聞の元および写像に上
隈ノルムll　llを導入してバーナッハ・アルジェブラを作る。さらに雪Lの任意の元丁に対してc（T）
：＝l　T　ll㊥ll　T－111とおく。また里A（S）の任意の元fとSの点zうS1の点z1に対し、ある正の数
εとLの元丁が存在して
　　lf（z）一（Tf）（z■）1≦εmin（lifllラllTfll）
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が成立するならば、z，z1はTに関してε一関連であるとよぶことにする。
　著者は，Sにその境界を加えた閉領域Sにおいて解析的な都合のよい関数φζを具体的に作ること
によって，本論文の諸結果を得る次の有効な補題を証明した。すなわちヨ
　任意の正の数εとSの任意の相対コンパクトな部分領域Dに対して害次の性質をもつ定数d（＞
1）が存在する：
　c（T）＜d，T1＝1のときヨD＊の点とその像がTに関してε一関連であるようなD＊からS’への連
続写像が存在する。ここに，D＊はSを単葉領域にするために割線を入れた領域S。とDとから生ずる領
域である。
　この補題によってラ次の2定理の簡単な別証が与えられている。
　定理五．（長沢正雄）Lに属しT1＝1である等長写像が存在すればヨA（S）に属するすべての
関数fに対してTf＝f．w’三となるようなSからS1の上への等角写像でA（S）に属する関数wが存在す
る。
　これはラSとSアとの等角同値の条件を与えるとともにヨその写像とA（S）の任意の関数との関係を示
すものである。
　定理2．（R．Rochberg）
　　　虹f｛c（T）l　TεL（A（S）うA（S1））｝＝亙
ならば，SとS1は等角同値である。
　これはヨはじめに述べた2つのリーマン面に対する等角同値の条件をレの元に対する量で示した
ものである。
　著者はヨさきの補題に上げた関数φζを用いてヨSの等角自己同型写像に関する著しい次の2つの結
果を得ている。
　定理3．N≧2のときヨ十分小さい正の数εとSの相対コンパクトな部分領域Dに対しLに属するT
がc（T）＜dかつT1＝1をみたすならばラDの各点zとその像点がTに関してε一関連であるようなS
の等角自已同型写像wがただ1つ存在する定数d（＞1）が存在する。
　この定理3によって雪関数f・とTf・の零点について調べた次の定理は興味深い。
　定理遜．N≧2雪加はA（S）の任意の関数雪DはSの相対コンパクトな部分領域とし。加はDの境界
上零でないものとする。このとき、Dと十分小さい正の数εに対し害次の性質をもつ定数d（＞1）が
存在する。すなわち
　Lの元丁がC（T）＜dかつT！＝1をみたすならば，Dにおける加の零点とヨ定理3．における等角自
已同型写像wによるDの像領域におけるTf。の零点の個数は等しい。
　さらにラN。。。（w（D））のNパD）の上への一意的写像θでラ前者の各点とその像点がTに関してε
一関連であるものが存在する。ここに、N、（△）は領域△における関数＊の零点の集合を表す。
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審　　査　　の　　要　　旨
　R．R㏄hberg氏によって導入されたε一関連という概念は、2つのリーマン面が等角同値ならば，
この2面上の点を適当にとることによってε＝Oにできる。したがって，εの大小により2面の等角
同値への近さを測るものと見ることができ，等角同値の場合には等長写像であるから，概等長写像
ともいえよう。著者はこの概等長写像の性質を調べることによって、等角同値及びこれに近い関係
にあるリーマン面問の写像を探究している。
　長沢ヨR㏄hberg両氏による等角同値条件の証明は，正規族を便用したために存在のみが保証され
たいわば抽象的関数によるものであったが，著者は，リーマン面のグリーン関数とこの面を適当な
割線で単葉領域としてできるショットキー微分とを用いて具体的にこの関数を作ったところにすぐ
れた創意と工夫が見られる。この具体的な関数をリーマン面の自己等角写像の考察に適用し。この
写像の一意性とε一関連との関係を明らかにした点が高く評価される。とくにラ互つのリーマン面の
部分領域とラ上の自已等角写像による像領域における対応する関数の零点の個数に関する結果は興
味深い。
　よってラ著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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